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　新型コロナウイルスの影響でオープンを延期してい
た、「飛騨古川まつり会館」が６月１日にリニューアル
オープンしました。
　リニューアルした施設は、「息づかいが聴こえるまつ
り会館」をコンセプトに、祭り当日の「空気感」が体感
できるような展示装飾に一新され、施設内は、「白壁
土蔵街」を再現し、4Kシアターやからくり人形などの
奉納芸の展示のほか、「呼び引き」の伝統的な料理を
再現した展示などを追加し、祭りの魅力をより感じら
れる施設となりました。
　この日は、同館で記念式典があり、関係者約60人が
出席。あいさつで都竹市長は「祭り当日の町全体の雰
囲気を感じていただける施設になった。観光の柱とし
て多くの方に訪れていただきたい」と話しました。

6/1 川祭の「空気感」を体感できる施設に生まれ変わる
飛騨古川まつり会館がリニューアルオープン

あかりんぐ「飛騨おでかけバリアフリーマップ」作成報告

飛騨市広葉樹活用推進コンソーシアム設立総会

車
　飛騨地域の障がい児の保護者らでつくる市民団体「あかりんぐ（高山病
弱児を守る会）」が市内の車いすで入店可能な店舗や施設をまとめた「飛騨
おでかけバリアフリーマップ」の完成を都竹市長に報告しました。
　マップは、「平成31年度飛騨市やさしいまちづくり応援助成金」を活用
し、あかりんぐのメンバーらが各施設を実際に回り作成しました。
　マップには、市内の宿泊施設、飲食店など36施設を写真付きで紹介して
いるほか、多目的トイレの有無などの表示がされています。
　あかりんぐの勝田なお子会長は「子どもから高齢者まで幅広い方々にこ
のマップを利用していただけると思います。ぜひたくさんの方に知っていた
だきたい」と話されました。

いすで入店可能な店舗や施設をマップに

小
　小径広葉樹の販路拡大を目指す市や事業者などが連携組織「飛騨市広
葉樹活用推進コンソーシアム」を設立しました。
　連携組織を構成するのは、林業者、木工業者、建築業者と市など合わせ
て17事業者・団体です。これまでは各事業者が広葉樹の製品を製造・販売
していましたが、関係機関が連携してさらに多様な製品の製造、新たな販
路拡大を目指します。
　４日に古川町内で設立総会が行われ、西野製材所の西野真徳社長を会
長に選び、規約を承認。西野会長は「飛騨市内には林業者や製材所、販売
店などがそろっている。豊富にある広葉樹資源を商品として循環させられ
るようにしたい」と話されました。

径広葉樹の更なる活用と販路拡大を目指す
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（P18「まちづくりレシピ」でも紹介しています）




